
日本応 用動 物昆虫学会誌(応 動昆)
第31巻 第3号:213-219 (1987)
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Three species of Henosepilachna beetles feeding on wild native host plants in fields were reared 

on cultivated potato plant under laboratory conditions. The rate of increase (=number of newly 
emerged females produced by an overwintered female) of H. vigintioctomaculata reared on potato was 

about 6-fold higher than that of the individuals reared on a wild host plant, Scopolia japonica, mainly 
due to the increase of the number of eggs laid per female. The rate of increase of H. niponica reared 

on potato was about one-sixth lower than that of the individuals reared on a wild host plant, this,
due to the decrease of both the number of eggs laid per female and larval survival rate. The rate of 
increase of H. yasutomii reared on potato was about twofold higher than that of the individuals 

reared on wild host plants, blue cohosh and S. japonica, due to the increase of the number of eggs laid 

per female. There were no clear differences in the larval survival rates of H. yasutomii among food 

plants. Furthermore, the author attempted to determine whether these three wild populations of 
Henosepilachna beetles were able to switch from wild native plants to cultivated potato.

緒 言

オ オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シ テ ン トウ 群(以 下Hv群 とす る)

は,食 性 や 外 部 形 態 に著 しい地 理 変 異 が 見 られ るの で,

食 草 転 換 を と もな う種 分 化 の研 究材 料 と して,い ろい ろ

な観 点 か ら研 究 さ れ て き た(小 山,1962; KATAKURA, 

1981;片 倉,1986; NAKAMURA, 1983な ど)。 これ ま でHv

群 の食 性 変 異 につ いて は,巌(1959),巌 ・町 田(1961),

渡 辺 ・鈴 木(1965), HINOMIZU (1976)ら が,ア ザ ミを野

生 状 態 で食 草 と して い る コ ブ オ オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シテ ン ト

ウの ジ ャ ガ イモ に対 す る,あ る い は ジ ャ ガ イ モ を食 草 と

して い るオ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウHenosepilachna 

vigintioctomaculata(以 下Hvと す る)の ア ザ ミ に 対 す る

「寄 主 適 合 性 」(Hv群 の 食 性 研 究 の 問 題 点 を ま とめ た片

倉 ら(1977)は,選 好 性 と受 容 性 を含 め て こ の よ うに 定

義 した)に っいて報告 してい る。またHOSHIKAWA (1983)

は上記 のHv群 を含む 日本各地 の83個 体群 にっ い て,

アザ ミ,ジ ャガイモ な ど11種 の食草 をあたえて選 好実

験:を行 った。Hv群 にはHvの よ うに広 くジ ャガイモ畑

に進出 して 「害 虫化 」 している種 と野生植物 だけで小規

模個体群 を維持 して いる種 があるが(NAKAMURA, 1983),

これ らの種 の生態 を比較 し,「後者 がなぜ ジャ ガ イ モ畑

に進 出 して害 虫化 しないのか?あ るいは これか ら害 虫化

す る可能性 がないのか?」 を考 える上 でも幼虫期 だけで

な く成虫期 も含 めた寄主適合性 を把握す ることは重要 で

ある。 しか し,こ れ まで野外個体群の利用 して いる食草

とそれ以外の食草 を室内条件であ た えて,成 虫 の 生 存

率,日 あた り産卵 数,1雌 あた り産卵数,産 卵前期 間,

産卵 期間な ども含 めて寄 主 適 合性 を調 べ た 例はなか っ

た。

1) 本 実 験 で 用 い た オ オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シ テ ン トウ群 の分 類 方法,学 名 お よ び略 号 はKATAKURA (1981)に 従 った.

2) 現 在 野 菜 ・茶 業 試 験 場
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長野県伊那地方 にはHvが ジ ャガイモに広 く分 布す る

とともに,野 生植物 において もHvが ハ シ リ ドコ ロ(上

伊那郡高遠町)に,ヤ マ トアザ ミテン トウ(従 来 コブオ

オ ニジュウヤホ シテ ン トウ と呼 ばれ ていた)H. niponica 

(以下Hnと す る)が アザ ミ(下 伊那郡大鹿村)に,ル イ

ヨウマ ダラテ ン トウH. yasutomii(以 下Hyと す る)が ハ

シ リドコロ(伊 那市,高 遠 町)と ルイ ヨウボ タン(伊 那

市,下 伊那郡南信濃村)に それ ぞれ局所的 に分布 して い

る(宮 沢,私 信)。本報告 では野生植物 を食草 としている

Hv(高 遠 町産), Hn(大 鹿村産), Hy(伊 那市産)の3種

個体群 を,室 内飼育実験 によって野生植物 とジャガイモ

での,雌 成 虫生 存率,1雌 あた り産卵数,未 成熟期(卵

か ら羽化 まで)の 生存率 などを調べ比較 した。

本文 に入 るに先 だち,ご 指導 いただいた信州大学農学

部森本 尚武博士 と金沢大学理学部 中村浩二博士 に謝 意を

表 する。

材 料 と 方 法

1. 供試材料

実験に用 いた個体群の採集 地,採 集 日お よび生息地 の

概 略 をTable 1に しめした。3種 の個体群の うち,Hv

とHyは 筆者 によ り,Hnは 安富(1975)に より発見 さ

れた。それぞれの生息地 では,食 草で ある野生植物 が群

落 を形成 し,ま とまって分布 していた。HvとHnの 食

草 はそれぞれ1種 類 であるが,Hyは ルイ ヨウボタン と

ハシ リ ドコロが混 じりあ ってい る生息地で,両 種 を寄主

植物 として同時 に利用 していた。Hvの ハ シ リ ドコロ 自

生地 と付 近のジャガイモ畑 との移動 交流にっいて調査 し

た結果,ハ シ リ ドコ ロ自生地 で2年 間に成 虫ll9匹 にマ

ーキ ング したが(1979年60匹 , 1980年59匹),ジ ャガ

イモ畑では1匹 も再捕 されず,ハ シ リ ドコロか らジャガ

イモ畑への移動は確認 され なか った。一方,ジ ャガイモ

畑 のHv成 虫 にはマーキング しなかったため,ジ ャガイ

モ畑か らハ シ リドコロへの移動 にっ いて は不 明 であっ

た。 しか し,ハ シ リ ドコロ自生地でHvを 採集 した1980

年5月13日 には ジ ャ ガ イモはまだほ とん ど出芽 してお

らず,ジ ャガイモ畑で のHv成 虫初 発見 日が5,月20日

であ った こと,お よび1979, 1980年 ともハシ リ ドコロ

でHvの 生育完 了が確認 されてい ることか ら,実 験 に供

試 したHvは いままでにジャガイモを食草 として利 用 し

た ことがな く,ハ シ リ ドコ ロだけを寄主植物 としてきた

もの と考 えられ る。Hnで はアザ ミ自生地付近 にあるジ

ャガイモ畑で少数 なが ら常 にHvと 混棲 して い た。Hy

の生息地は ジャガイモ畑 と最 も離れてお り(約2.0km),

ジャガイモ畑 でも1979, 1980年 ともHyは1匹 も発見

されなか った。 以下 に述べ る成 虫期 と未成熟期(卵 か ら

羽化 まで)の 実験 は,す べ て1980年 に信 州大学農 学部

応 用昆虫学実験室 で,室 温 ・自然 日長条 件下で行 った。

1980年 の当地 における実験 期間中(4～9月)の 月別平均

気 温は8.0, 14.1, 19.2, 20.8, 21.2, 17.3℃ であった(信

州大学農学部農場観測値)。

2. 成 虫の産卵

各個体群 とも4, 5月 にTable 1に しめ した採集 地で

産卵活動前 の成 虫を採集 し,雌 雄1対 ずつ,プ ラスチッ

クシャー レ(直 径9cm,高 さ4cm,ナ イ ロンゴースぶた)

に入れ,野 外 で食 草 としてい る野生植物 また はジャガイ

モの どち らかの葉 を あた えた。 投与 した野生植物 はHv

にはハ シ リ ドコロ,Hnに はアザ ミ,Hyに はハ シ リド

コ ロとルイ ヨウボタ ンで,全 個体群 に投与 したジャガイ

モ は大学構 内圃場 で栽培 した 「男爵」 を用いた。 シャー

Table 1. Origin and main characteristics of the materials examined

a) Approximate distance from the nearest potato field.
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レは毎 日点検 し,成 虫の生存状 況 と新 しく産 みつけ られ

た卵数 を記録 した。 食草は1～2日 お きに新鮮 な もの と

交換 し,雄 が死亡 したら補 充,雌 が死亡 した時点で実験

を中止 し,雌 が生存 中の もの も9月30日 ですべて実験

を打 ちきった。産 みつけ られた卵 塊の うち,成 虫に1粒

もともぐい され ていない もの を別に取 り出 し,卵 塊 あた

り卵粒 数(以 下卵塊 サイズ とする)と ふ化率 を調べ た。

実験 に用 いた成 虫のそれぞれの生息 地での越 冬成虫の初

発見 日はHvが5.月6日,Hnが4月23日,Hyが4月

20日 であ り,実 験 のために越冬成 虫を採 集 した 時点 で

は,成 虫は出現 直後で各個体群 ともまだ産卵活動 に入 っ

ていない と考 え られ るた め,実 験開始 日(Table 1の 採

集 日と等 しい)か ら初産卵 日までの期 間 を,産 卵 前 期

間,初 産卵 日か ら最終産卵 日までを産卵 期間 とした。

3. 幼虫 ・蛹期生存率

成 虫の飼育 で得 た卵塊 か らふ化 した 幼 虫 を10～12匹

ずつプ ラスチ ックシ ャー レ(直 径15cm,高 さ6cm,ナ

イロンゴースぶ た)に 入 れ,そ れぞれ成虫 と同 じ食草 を

あたえて,生 存数 を齢期 ご とに毎 日数 え,幼 虫 ・蛹 の発

育 日数,発 育斉一度 および羽化率 を調 べた。食 草は1～2

日お きに新鮮 な ものをあたえ,幼 虫が新葉 に移動 してか

ら古葉 を除去 し,幼 虫の損傷 を防いだ。

結 果

1. 産卵雌率 ・産卵数 ・卵塊サ イズ

Table 2に 野生植物 とジャガイモをあたえた場 合の3

種個体群 の産卵雌率,1雌 あた り産卵数,卵 塊サイ ズを

しめ した。

Hv:ハ シ リドコロで採集 され たHvで は,産 卵雌率,

1雌 あた り産卵数,卵 塊サイズのいずれ もが,ジ ャガイ

モで飼育 した方が上回 ってお り,1雌 あた り産卵数 には

有意差 が見 られ,産 卵 にお けるジャガイモ に対す る受容

性 はひ じょ うに高か った。

Hn:ア ザ ミで採集 され たHnで は産卵雌率,1雌 あ

た り産卵数 ともアザ ミで飼育 したほ うが高 く,1雌 あた

り産 卵数 には有意差 があった。卵 塊サイズはジャガイモ

で飼育 したほ うが大 きかったが,産 卵雌率 と1雌 あた り

産卵数 か らみ て,産 卵 にお けるジャガイモに対 する受容

性 は低 か った。

Hy:産 卵雌率 には食草 間の差 はなか っ た が,1雌 あ

た り産卵数 はジャガイモ,ハ シ リ ドコロ,ル イ ヨウボタ

ンで飼育 した順 に少 な くな り,ル イ ヨウボタン とジャガ

イモの間には有意差 があ った。卵 塊サイズは,ハ シ リ ド

コロ,ジ ャガイモ,ル イ ヨウボタンの順 に小 さくなった

がいずれの食草間 にも有意差 はなか った。Hvで 見 られ

たよ うな,大 幅 な産卵数 の増加 はなかったが,Hyで も

ジャガイモ で飼育 した場合,い ずれ の野生植物 よ りも1

雌 あた り産卵数 が増加 してお り,産 卵 におけるジャガイ

モ に対す る受容性 は高 かった。

2. 雌成 虫生存率 と産 卵数 の経 時的変化

Fig. 1～3に3種 の雌成虫 の生存曲線 と日あた り産 卵

数の推移 を しめ した。

Hv:ハ シ リドコロでは産 卵前期間が25日,産 卵期間

は60日 で,産 卵期間 中の日あた り雌 あた り産卵数 は少

なか った(最 高3.9, 7月5日)。 ジャガイモ では産卵前

期間 が13日 と半分 に短縮 され,産 卵期 間 は72日 にの

び,日 あた り雌 あた り産卵数 は,平 均7.0の 高 い レベル

が続いた。実験期間 にお ける雌成虫生存率 は,ハ シ リド

コロのほ うがやや高か った(Fig. 1)。

Hn:ア ザ ミ,ジ ャガイモ とも産卵前期間(11, 11日),

Table 2. Comparison of the number of eggs laid per female and eggmass size in three Henosepilachna species 

reared on wild host plants and potato plant

a) Number of females examined was 20.

b) Number of eggs laid per female examined.

c) Number of eggmasses examined is indicated in parentheses.

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.
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Fig. 1. Survivorship curve (dotted line) and ferti 

pattern (histogram, showing the number of eggs lad 
per female per day) of females of H. vigint
maculata reared on S. japonica (upper) and potao 

(below) under laboratory condins.

Fig. 2. Survivorship curve (dotted line) and fertility 

pattern (histogram, showing the number ofeggs laid 

per female per day) of females of H. niponica reared 

on thistle (upper) and potato (below) under labo-

ratory conditions.

産 卵 期 間(77, 75日)に 差 は な か っ た。 アザ ミで は産 卵

期 間 中,日 あた り雌 あた り産 卵 数 が平 均4.0で ほ ぼ一 定

して い た の に対 し(最 高7.2, 5月28日),ジ ャガ イ モ で

は 産 卵 期 間 後 半 に 増 加 した(最 高7.0, 7月16日)。 実 験

期 間 にお け る雌 成 虫 生 存 率 は,ジ ャ ガイ モ で は5%だ っ

た が,ア ザ ミで は40%と 高 か っ た。 アザ ミで の生 存 個

体 は8, 9月 は ほ とん ど摂 食 せ ず 休 眠 状 態 に あ り,二 度

目 の越 冬 をす る可 能 性 も示 唆 され た が,9月 で調 査 を打

ち切 っ た の で,実 態 は不 明 で あ っ た。 ジ ャ ガ イ モ で は5

月 下 旬 か ら生 存 率 が急 激 に低 下 した が,こ の期 間 に死 亡

した個 体 の ほ とん どは ま った く摂 食 せ ず,1卵 塊 も産 卵

しな い個 体 だ っ た。 こ の た め,ジ ャ ガ イ モ で は総 産 卵 数

は増 加 して い な い も の の,み か け上 産 卵 期 間 の後 半 に,

日あ た り雌 あ た り産 卵 数 が増 加 した(Fig. 2)。

Fig. 3. Survivorship curve (dotted line) and fertility pat-

tern (histogram, showing the number of eggs laid 

per female per day) of females of H. yasutomii reared 

on blue cohosh (upper), S. japonica (middle) and 

potato (below) under laboratory conditions.

Hy:産 卵前 期 間 は す べ て11日 で 食 草 間 の 差 はな か っ

た が,産 卵 期 間 は ジ ャガ イ モ(88日),ハ シ リ ドコ ロ(82

日),ル イ ヨ ウボ タ ン(69日)の 順 で あ っ た。 日あ た り

雌 あ た り産 卵 数 の 最 高 は,ル イ ヨ ウ ボ タ ン が5月18日

(最 高5.9),ハ シ リ ドコ ロが5月23日(同8.7),ジ ャ ガ

イ モ が5月18日(同6.0)で,す べ て産 卵期 間 の前 半 で

あ っ た 。 実 験 期 間 にお け る 生 存 率 は ジ ャ ガ イ モ(45%),

ハ シ リ ドコ ロ(25%),ル イ ヨ ウボ タ ン(20%)の 順 で あ

った 。 これ らの 生 存 個 体 の二 度 目の越 冬 の可 能 性 にっ い

て はHn同 様 不 明 で あ っ た(Fig. 3)。

3. 卵 か ら 羽 化 ま で の 発 育 期 間 と生 存 率

Table 3に 幼 虫 ・蛹 期 の発 育 期 間(卵 期 間 は未 調 査)と

Table 4に 卵 か ら羽 化 ま で の生 存 率 を しめ した。

Hv:発 育 期 間 は ジ ャ ガ イ モ で はハ シ リ ドコ ロ に く ら

べ,幼 虫 期 と蛹 期 の発 育 が短 縮 か つ 斉 一 化 す る傾 向 が 見

られ た(Tablc 3)。 ふ 化 率 は ジ ャ ガ イ モ の 方 が ハ シ リ ド

コ ロ よ り高 く有 意 差 が あ っ た。 幼 虫 ・蛹期 生存 率 は,ハ

シ リ ドコ ロ の ほ うが ジ ャ ガ イ モ よ り もや や 高 くな り,卵

か ら羽 化 ま で の生 存 率 で は食 草 間 に は っ き り した 差 は 見

られ な か っ た。 幼 虫期 の ジ ャ ガ イ モ に対 す る顕 著 な受 容

性 は しめ され な か った(Table 4)。

Hn:発 育期 間 は ジ ャガ イ モ で は ア ザ ミ に く ら べ 長 く

な り,個 体 間 の発 育 の ば らつ き も大 き くな っ た。 発 育 期

間 の延 長 は,1齢 幼 虫期 で最 も 大 き か った(Table 3)。

ふ 化 率,幼 虫 ・蛹 期 生 存 率 とも,ジ ャ ガ イモ は アザ ミよ
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Table 3. Comparison of the duration of immature stages (in days) of three Henosepilachna species reared on 

wild host plant and potato plant 

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.

Table 4. Comparison of the survival rates from egg to adult emergence and rate of increase of three Henosepilachna 

species reared on wild host plant and potato plant 

a) Number of newly emerged females produced by an overwintered female.

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.

りも低 く,幼 虫 ・蛹期生存率 お よび卵か ら羽化 までの生

存率 には有意差 があった(Table 4)。 ジャガイモ ではふ

化直後か ら,ま った く葉 を摂食 せ ず死 亡 す る個 体が多

く,幼 虫期 のジャガイモに対 する受 容性 は低か った。

Hy:発 育期 間はルイ ヨウボタンで最 も長 く,ジ ャ ガ

イモ,ハ シ リ ドコロのいずれ とも有 意差 があ り,そ の差

は1齢 幼 虫期 が最 も大 きか った。ハシ リ ドコロとジ ャガ

イモ の間 には,発 育期間 の差 は見 られ ず,両 者 とも発育

の ば らっ きは小 さか った(Table 3)。 ふ化 率はルイ ヨウ

ボタン,ジ ャガイモ,ハ シ リ ドコロの順 に低 くな り,ル

イ ヨウボ タン とハ シ リ ドコ ロの間には有意差 があった。

幼虫 ・蛹期生存率お よび卵 か ら羽化 までの生存率 には,

3種 の食草 間ではっき りした差 は見 られなか った(Tablc 

4)。 ジャガイモはルイ ヨウボタ ンに くらべ,幼 虫期間の

短縮 に効果がみ られ たが,生 存率 の点 では野生植物 との

間 にはっき りした差 がな く,Hyで はジャガイモに対 す

る顕著 な受容性 は しめされ なかった。

4. 世代 あた り増殖率

越冬成 虫による産卵 か ら新 成 虫 の羽 化 ま で を通 して

の,ジ ャガイモに対 する受容性 を総合 的に評価 するため

に,羽 化成 虫の性比 をす べて1:1と みな して,世 代 あた

り増 殖率(雌 成虫1匹 あた りの次世代雌成虫数,以 下増

殖率 とす る)を 以下のよ うに定義 した(Table 4)。

増殖率=(1雌 あた り産卵数)×(ふ 化率)

×(幼虫 ・蛹期生存率)×0.5

Hv:ジ ャガイモでの増殖率 はハ シ リ ドコロ に く らべ

約6倍 も増加 した℃ これ は1雌 あた り産卵数 の差 が最 も

大 き く,次 いでふ化率 の差 が影響 した もので,幼 虫 ・蛹

期生存率の差 は最 も小 さか った。

Hn:ジ ャガイモでの増殖率 はアザ ミに く らべ約6分

の1に 減少 した。 これは1雌 あた り産卵数の差が最 も大

き く,次 いで幼虫 ・蛹期生存率の差 が影響 した もので,

ふ化率 の差 は最 も小 さか った。

Hy:ジ ャガイモでの増殖率 はハ シ リドコロ,ル イ ヨ

ウボタ ンのいずれの野生植物 よりも約2倍 増加 した。ル

イ ヨウボタ ンとジ ャガイモの問では,1雌 あた り産卵数

の差 が最 も大 き く,次 いで幼 虫 ・蛹期生存率 が影響 し,
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ふ化率 は影響 しなかった。ハ シ リ ドコ ロとジャガイモの

問 でも,1雌 あた り産卵数の差 が最 も大 き く,次 いでふ

化率 の差 が影響 し,幼虫 ・蛹期生存率 は影響 しなかった。

考 察

近縁な種 間関係にあ るグループのなかで,A種 が害虫

化 し,一 方,B種 が害 虫化 していない とき,そ の違いを

知 るためには,さ まざまな要因について考 えなけれ ばな

らない。 とくにA, B両 種 が同 じ地域 に生息 している と

き,両 種 の寄主植物適合 性,寄 主植物 と発生時期 との同

調性,増 殖能力 のちがい,同 じ餌資源(こ こではジャガ

イモ)を め ぐっての種 間競争 な どを比較 しなけれ ばな ら

ない。寄主植物適合性 に限 ってみ て も,室 内実験 におい

て数種 の食草 を選択 させた場合 と,1種 類 の食草 を強制

的 に摂食 させ た場合 とで得 られ る結果 は異 なるこ とも考

え られ る(片 倉 ら,1977)。 本報 では,現 在,野 生植物

のみ を寄主植物 として生活史 を完 了 して い るHv群 の

3種 個体群 にそれ ぞれ ジャガイモ を強制的 にあたえて,

1雌 あた り産卵数,産 卵期間,未 成熟期生存率 な どを調

べ,も しこれ らの個体群 が野生植物 か らジャガイモに寄

主転換す る機会が あった場合,そ の第1世 代 のジャガイ

モ に対す る受容性が どの程度にな るの か を明 らか に し

た。寄主植物 と発生時期の同調性,種 間競争,条 件づ け

による寄主選好性の変化な どを含 めた寄主適合性 に関す

る総合的な検討は今後の課題で ある。

Hv:ハ シ リドコロを寄主植物 と して いたHvに ジャ

ガイモをあたえる と,1雌 あた り産卵 数 とふ化率が大幅

に増加 し,世 代 あた り増殖率 は約6倍 にな った。 この こ

とか ら産卵 前期 間および産 卵期 間中にジ ャガイモ を食草

とした場合,ジ ャガイモ葉 に含 まれてい る植 物成 分の質

的 あるいは量 的要因によって,ハ シ リドコロに くらべて

1雌 あた り産 卵数 の増加 および産 まれた卵 塊のふ化率の

増加 がおこる もの と考 え られた。 さらにジ ャガイモ飼育

では,産 卵雌率 の増加,卵 塊 サイズの増加,産 卵前期間

の短縮,産 卵期 間の延長 な ども見 られ,幼 虫 ・蛹期 で も

発育 日数の短縮 と発育の斉一化 が見 られた ことか ら,ジ

ャガイモは,世 代 を通 して好適な食草 であ るとい える。

伊那地方 においてはHvの 出現期 および産卵 時期がジ ャ

ガイモの栽培 時期(5月 下旬 ～8月 上旬)と よ く一致 し

てお り,今 回の実験結果 とあわせて考 え ると,ハ シ リド

コロを寄主 としていた個 体群 が,ジ ャガイモを寄主 とし

て利 用する機会 があ った場合 は,そ の第1世 代か らジ ャ

ガイモに対 し高 い受 容性 を もち,ジ ャガイモ畑へ分布 を

広げてゆ く可能性 が しめ された。わが国で広 くジャガイ

モ栽培 が始 ま っ た の は 約100年 前 であ り(KATAKURA, 

1975),現 在,伊 那地方 のジャガイ モ畑 に分布 して いる

Hvの 一部 も,以 前 はハ シ リドコロを寄主 としていた個

体群 が,ジ ャガイモに寄 主転換 した もの と考 え られる。

伊那地方 では,野 生植物 を寄 主 として生育 を完 了 してい

るHv個 体群 は,本 報告 のハシ リ ドコロの例 しか知 られ

ていないが,ハ シ リドコロは6月 下旬 か ら7月 上 旬に 自

然枯死す るため,Hvに とって安 定 した寄主植物 とはい

えず,ハ シ リドコロ以外に もHvが 生育完 了 している野

生植 物が あるもの と考 え られ る。北海 道ではKATAKURA 

(1975, 1981)の 詳 細な調査 によって ジ ャ ガ イ モ以 前 の

Hvの 寄主植物 として ミヤマニガ ウリとマ ルバ ノホ ロシ

が確認 されてい るが,本 州 では,は っき りわかってお ら

ず,Hvの ジャガイモ畑へ の進出 の過程 を知 るためには,

野生寄 主植物 の詳 細な調査が必要で あろ う。

Hn:ア ザ ミを寄主 としていたHnに ジャ ガイ モ をあ

たえる と,1雌 あた り産卵数 と幼虫 ・蛹期生存率が大 き く

減少 し,世 代 あた り増殖率 は6分 の1以 下 になった。産

卵雌率 も低 く,ま った くジ ャガイモ を摂食せず死亡す る

成 虫や1齢 幼 虫が多い こと,幼 虫期の発育期間 も長 くな

るな ど,ジ ャガイモはアザ ミに くらべて,世 代 を通 して

不適 な食草 であった。伊那地方 では,Hn個 体群の発生

消長 はジャガイモの栽培時期 と一 致 してい るが,そ れ以

上 にアザ ミの生育時期 とよ く一致 してお り,ア ザ ミは4

月 か ら10月 まで利用 で きる安定 した寄主植物 である(白

井,1981)。 これ と今 回の実験結果 を合わせて考 えると,

アザ ミを寄主 とす る本個体群 が,ジ ャガイモに飛来 する

機会 があって も,食 草 としての好適 性が低 く,ジ ャガイ

モ畑 に定着 して分布 を広 げてゆ く可能性 は低 い とみ られ

る。

Hy:ル イ ヨウボタ ンとハ シ リ ドコロを寄 主 と して い

たHyに ジャガイモ をあたえる と,世 代 あた り増殖率 は

約2倍 に増加 した。 これ は1雌 あた り産卵数 による差 が

最 も大 き く,次 いでルイ ヨウボタ ンとジャガイモの間で

は幼虫 ・蛹期生存率 による差 が,ハ シ リ ドコロとジャガ

イモの問ではふ化率 による差 が影響 した。 さらに,ジ ャ

ガイモでは2種 の野生植物 に くらべ産卵期 間の延長,幼

虫発育期間の短縮 が見 られ たこ とか ら,ジ ャガイモ は産

卵 と幼虫の発育 に とって好適 な食草 といえる。伊那地方

ではHyの 出現時期 は3種 のHv群 の中で最 も早 く,5

月上旬 か ら中旬 に成虫数が最大 になるが,本 種 の採集地

の伊 那市南沢付近で ジャガイモが出芽す るのは5月 下旬

であ り,ジ ャガイモ を産 卵のため に利用す ることは時期

的にかな り困難であ る。 したが ってHyが ルイ ヨウボ タ
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ンやハ シ リ ドコロの 自生地 か らジ ャガイモ畑 に飛来 し,

定着 して分布 を広 げてゆ く可能性 は少 ない もの と考 えら

れ る。 しか し,4月 上旬 にジ ャガイモが出芽,展 葉す る

伊那地 方の最南部 では,ジ ャガイモ を産卵 に利用 でき,

ハ シ リドコロやルイ ヨウボ タンか らジャガイモへ寄主転

換 できる と考 え られ る。Hyで はジャガイモを食草 とし

て も,ハ シ リドコロを寄主 と して いるHvの よ うに,1

雌あた り産 卵数や世代 あた り増殖率 が大 幅に増加 しなか

ったが,こ れはHy本 来 の繁殖力(と くに1雌 あた り産

卵数)がHvに くらべ て低 いか,あ るいはジャガイモに

食草転換 した第1世 代 では,ま だ十分 にジャガイモに対

し受容性 を獲得 していない ためと考 え られ る。

摘 要

長野県伊那地方 に分布す るオオ ニジュ ウヤホシテ ン ト

ウ群 の うち,野 生植物 を寄 主 として生育を完 了 してい る

3種 の個体群 に,本 来 の寄 主植物 と栽 培植物 のジ ャガイ

モ を別 々にあたえて飼育 し,産 卵雌率,1雌 あた り産卵

数,卵 塊サ イズ,産 卵前期 間,産 卵期 間,卵 か ら羽化 ま

での生存率,幼 虫 ・蛹期 の発育 日数,お よび世 代あた り

増殖率 を比較 した。

ハ シ リ ドコ ロを寄主 とするオオニジュ ウヤホシテ ン ト

ウをジャガイ モで飼育す る と,ハ シ リ ドコ ロに くらべ,

世代 あた り増殖率 は約6倍 に増加 した。 これはお もに1

雌 あた り産卵数 の増加 による ものであ った。ふ化率の増

加,産 卵期間 の延長,幼 虫発育期 間の短縮 もみ られ,成

虫 ・幼虫期 を通 して,ジ ャガイモに対 し高 い受容性 をし

め した。

アザ ミを寄主 とす るヤマ トアザ ミテ ン トウをジ ャガイ

モ で飼育す る と,ア ザ ミに くらべ,世 代 あた り増殖率は

約6分 の1に 減少 した。 これ は1雌 あた り産卵 数の減 少

と幼虫期生存率 の低下 による ものであ った。幼虫発育期

間 も長 くな り,成 虫 ・幼 虫期 を通 して,ジ ャガイモ に対

する受容性 は低 かった。

ルイ ヨウボタ ンとハ シ リ ドコロを寄 主 とするルイ ヨウ

マダラテン トウをジャガイモで飼育 する と,2種 の野生

植物 に くらべ,世 代 あた り増殖率 は約2倍 に増 加 した。

これ はお もに1雌 あた り産卵数 の増加 による ものであ っ

た 。 幼 虫 か ら羽 化 ま で の 生 存 率 の 差 は 小 さ く,産 卵 に 関

して の み,ジ ャ ガ イ モ に 対 し高 い 受 容 性 を し め し た 。
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